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言
角
§
：
責
解

京
都
国
立
博
物
館
に
京
都
文
化
資
料
研
究
セ
ン
亥
ー
が
附
置
さ
れ
た

の
は
、

昭
和
宣
六
年
四
月
で
あ
る
。

及
び
そ
の
結
果
の
公
表
を
行
う
こ
と

結
果
の
公
表
を
行
う
こ
と

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

い
靡
史
の
中
で
全
国
に
拡
散
し
、

セ
ン
タ
ー
の
事
業

き
た
の
で
あ
る
。

①
 

る
が

報
告
書
を
公
表
し
て
い
る
。

い
わ
ば
日
本
文
化
の
核
を
形
造
る
も

さ
ら
に

こ
の
調
査
の
成
果
は
、
特
別
陳
列
と
し
て
公
開
展
示
さ

②
 

①
京
都
文
化
に
関
す
る
情
報
資
料
の
作
成
、
収
集
並
び
に
調
査
研
究

セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
具
体
的
な
事
例
で
示
ず
と
、
そ
の
一
つ
に
f
京

ン
タ
ー
の
業
務
は

京
博
は
、
明
治
三

0
年
に
創
設
さ
れ
て
以
来
、

こ
の
よ
う
な
資
料
の
蓄
積
を
背
景
と
し
て
、
京
都
文
化
資
料
研
究
セ

実
強
化
の
一
環
と
し
て
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

関
す
る
調
書
や
記
録
写
真
も
増
加
し
て
い
る
。

等
の
ほ
か
，
最
近
で
は
後
述
の
文
化
財
保
存
修
理
所
に
お
け
る
修
理
に

0
枚
に
の
夜
る
。

原
板
約
六
万
九

0
0
0枚、

さ
ら
に
、

語
種
の
調
査
記
録

璽
国
国
立
博
物
館
で
は
、

セ
ン
タ
ー
設
置
の
目
的

す
で
に

資
料
部
の
設
立
を
予
定
し
て
資
料
誼
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
ま

た
r

奈
良
国
立
博
物
館
で
も
そ
の
一
年
前
に
仏
教
美
術
資
料
研
究
セ
ン

タ
ー
が
設
匠
さ
れ
て
い
た
。
京
博
の
京
都
文
化
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー

は
、
こ
う
し
た
国
立
博
物
賠
の
調
査
研
究
褐
能
と
情
報
公
開
機
能
の
充

＿
貫
し
て
千
年
の
古

都
で
あ
る
京
都
を
中
心
と
し
て
分
布
す
る
文
化
財
を
保
存
、
展
示
す
る

京
都
文
化
に
関
ず
る
情
報
資
料
の
整
涅

r

保
管
及
び
閲
覧
並
び
に

文
化
財
の
保
存
修
理
に
関
す
る
専
門
的

r

技
術
的
な
胴
査
及
び
そ
の

「
京
都
文
化
」
に
つ
い
て

r

京
博
の
林
屋
賠
長
は
、
平

安
莫
都
以
前
に
京
都
盆
地
に
定
着
し
た
渡
来
人
に
よ
る
渡
来
文
化
に
始

ま
り
、
王
朝
文
化
、
社
寺
文
化
、
町
衆
文
化
、
さ
ら
に
江
戸
時
代
を
通

じ
て
形
成
さ
れ
て
き
た
近
世
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
文
化
が
層
序
的
に
内

包
さ
れ
た
文
化
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
地
域
的
に

は
、
そ
れ
は
京
都
を
中
心
と
し
て
近
畿
一
帯
に
主
に
存
在
す
る
が
f
長

の
で
あ
る
と
も
言
え
る
。
京
博
の
活
動
は
従
来
か
ら
こ
の
京
都
文
化
と

そ
こ
に
形
成
さ
れ
た
文
化
財
に
視
点
を
据
え
て
営
ま
れ
て
き
た
の
で
あ

セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
っ
て
そ
の
調
査
研
究
の
推
進
組
織
が
で

せ
て
約
九
五

0
0件
、
三
万
四

0
0
0点
を
数
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
ま
芦
各
種
の
展
覧
会
や
調
査
等
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
文
化
財

の

写

真

資

料

隻

焼

付

約

七

万

九

0
0

文
献
資
料
、
図
書

都
社
寺
文
化
財
調
査
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
調
査
は
継
続
し
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
年
度
は

r

地
域
調
査
と
し
て
伏
見
地
区
約
一

0
か
寺
の
調
査
を
行
い
、
ま
た
、
特
定
社
寺
•
関
係
遺
跡
調
査
と
し

て
r

成
願
寺
、
光
明
山
寺
跡
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
に
は

r

セ
ン
タ
ー
所
属
以
外
の
研
究
員
も
参
加
し
て
い
る
が
、
全
体
計
画
の
立

案
、
連
絡
、
交
渉
を
セ
ソ
タ
ー
が
担
当
し
、
そ
の
調
査
結
果
は
毎
年

度
セ
ン
タ
ー
で
取
り
ま
と
め
て
「
京
都
社
寺
闘
査
報
告
」
と
し
て
刊
行

し
て
い
る
。

れ
、
広
く
一
般
の
人
々
の
理
解
と
鑑
賞
に
資
す
る
こ
と
と
し
て
お
り

l・

本
年
二
月
に
は
、
伏
見
地
区
の
寺
院
と
壬
生
寺
、
壇
王
法
林
寺
を
対
象

と
し
た
「
京
浴
寺
院
の
新
資
料
」
の
特
別
陳
列
を
開
偕
し
た
。

研
究
報
告
と
し
て
は
、

こ
の
ほ
か
、
毎
年
度
セ
ン
タ
ー
で
研
究
報
告

書
「
学
叢
」
を
編
集
出
版
し
て
い
る
ほ
か
、
特
定
テ
ー
マ
数
穂
の
研
究

次
に
、
情
報
資
料
等
の
作
成
、
収
集
に
関
す
る
業
務
と
し
て
は

館
蔵
晶
寄
託
品
及
び
そ
の
他
の
出
陳
作
品
に
関
す
る
胴
書
f
.

本
、
実
測
図
等
の
作
成

拓

品
も
増
加
の
一
途
を
辿
っ
て
お
り
、
現
在
、
賠
有
品
、

寄
託
品
を
合
わ

て
き
た
が

特
に
近
年
篤
志
家
か
ら
の
寄
贈
も
多
く
、
さ
ら
に
、
寄
託

J
と
を
使
命
と
し
て
き
た
。

長
い
年
月
の
間
に
収
蔵
品
は
逐
次
増
加
し

卓
都
文
化
資
料
研
究
セ

中

村

賢

二

郎

タ
ー
と
文
化
財
修
理
所
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こ
の
よ
う
な
修
理
過
程
で
の
調
査
研
究
は

r

対
象
と
な
る
文
化
財
の

多
く
が
秘
仏
、
秘
蔵
品
で
あ
る
な
ど
f
通
常
、
研
究
者
が
近
寄
る
こ
と

の
で
き
な
い
作
品
で
あ
っ
た
り
、
例
え
ば
f
仏
像
の
銘
記
や
納
入
品
と

そ
の
納
入
状
況
と
か
、
絵
画
の
裏
彩
色
や
刺
繍
の
下
絵
、
彫
刻
の
木
寄

法
な
と
の
製
作
技
法
、
紙
背
文
書
な
ど
、
修
理
の
た
め
解
体
す
る
場
合

に
の
み
明
ら
か
に
な
し
え
て
，
完
成
後
は
再
び
不
明
と
な
っ
て
し
ま
う

究
者
等
の
将
来
の
利
用
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
館
が
所
有
し
て
い
る
美

術
工
芸
、
考
古
等
の
各
分
野
に
わ
た
る
文
化
財
の
伝
統
的
製
作
技
術

や
修
璃
模
写
、
模
造
等
に
関
す
る
諸
種
の
資
料
を
収
集

r

保
管
し
、

研
究
者
、
修
浬
技
術
者
の
利
用
に
供
す
る
べ
く
技
術
資
料
参
考
館
を
設

ナ
て
、
，
 

旦
卜
公
開
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
京
都
国
立
博
物
館
次
長
）

っ
て
い
る
。

は
こ
れ
ら
の
新
発
見
を
含
め
て
文
化
財
の
修
理
詞
書
を
作
成
し
、
研

し
、
銘
文
を
読
み
と
る
な
ど
、
修
復
文
化
財
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行

こ
れ
ま
で
に
、
種
々
の
貴
重
な
発
見
が
行
わ
れ
て
き
た
。

セ
ン
タ
ー
で

材
料
、

修
理
所
の
各
工
房
技
術
者
と
セ
ン
タ
ー
関
係
者
の
協
働
に
よ
っ
て

修
復
文
化
財
は
修
理
期
間
中
所
有
者
か
ら
京
博
に
寄
託
さ
れ
る
。

京
博
で
は
京
都
文
化
資
料
研
究
七
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
、
修
理
所

と
緊
密
な
連
絡
を
と
り
な
が
ら

r

修
理
の
主
要
な
過
程
に
立
ち
合
い

過
去
に
お
け
る
修
理
・
保
存
の
状
況
f

技
法
等
を
調
査
研
究

修
復
文
化
財
に
関
す
る
調
査
研
究
が
一
層
推
進
さ
れ
る
態
勢
が
整
っ
た

こ
と
は
ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

の
割
合
と
な
っ
て
い
る
。

な
ど
で
、
国
指
定
の
国
宝
・
璽
要
文
化
財

r

地
方
公
共
団
体
の
指
定
物

件
及
び
こ
れ
ら
に
準
ず
る
未
指
定
文
化
財
が
そ
れ
ぞ
れ
三
分
の
一
ず
つ

件
（
一
四
0
点）

書
跡
二
七
件
(
-
―

-=10
点）

染
織
七
件
（
―
二
点
）

の
数
と
な
っ
て
い
る
。

内
訳
は
彫
刻
五
六
件
（
七
七
点
）

絵
画
五

1
0
0年
に
一
度
の
機
会
を
と
ら
え
ご
詳
細
な
現
状

記
録
と
写
真
資
料
の
整
備
を
行
い
単
に
美
術
史
の
研
究
者
の
み
な
ら

ず
、
歴
鬼
宗
教
史
、
芸
能
史
、
地
方
史
な
ど
多
く
の
分
野
の
研
究
者

の
利
用
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
非
常
に
大
き
な
意
義
を
も
っ

事
業
と
い
え
ょ
う
。
昭
和
五
九
年
度
に
京
都
文
化
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー

に
こ
の
関
係
の
研
究
員
の
定
員
一
名
が
増
員
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て

r

こ
う
し
て

の
数
は
昭
和
五
七
年
度
で

ニ
竺
一
件
、

一
四
七
七
点
と
い
う
多
数
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

る
修
理
技
術
者
の
数
は
約
一

0
0人
に
の
ぽ
り
、

修
理
さ
れ
る
文
化
財
情
報
を
収
集
で
き
る
と
い
う
点
で
他
に
か
け
が
え
の
な
い
詞
査
研
究
と

要
す
る
時
間
が
飛
躍
的
に
短
縮
さ
れ
、
利
用
者
の
要
求
に
敏
速
に
応
え

化
財
の
修
理
に
大
き
な
実
績
を
あ
げ
て
き
て
い
る
。

J
こ
で
働
い
て
い

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
情
槃
資
料
の
検
索
に

造
関
係
の
技
術
者
な
ど
が
入
っ
て
、
関
係
方
面
の
期
待
に
こ
た
え
、
文

り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

美
術
院
、
京
都
の
代
表
的
な
装
漬
関
係
の
四
工
房
の
ほ
か

模
写

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
七
ン
タ
ー
に
導
入
し

r

検
索
の
シ
ス
テ
ム
を
作

し
た
と
き
か
ら
、
岡
倉
天
心
の
創
設
に
よ
る
彫
刻
修
理
の
財
団
法
人
の

案
と
な
っ
て
い
た
。
幸
い

昭
和
五
八
年
秋
に
キ
ャ
ノ
ン
ン
ス
テ
ム

10

の
た
め
の
理
想
的
な
旋
設
で
あ
る
。
昭
和
五
五
年
八
月
に
運
営
を
開
始

」
れ
に
関
す
る
照
会
は
極
め
て
多
く
、
資
料
の
検
索
方
法
が
大
き
な
懸

処
理
室
、

殺
虫
室
、
樹
脂
処
理
室
な
ど
の
設
備
を
備
え
た
文
化
財
修
理

資
料
の
公
開
で
は

影
、
写
真
原
板
使
用
、
熟
覧
が
特
別
観
覧
の
主
要
な
も
の
で
あ
る
が

地
上
三
階
建
て
、
建
築
延
面
稽
は
二
八
五
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
科
学

研
究
者

出
版
二
放
送
関
係
等
に
よ
る
写
真
撮

京
博
の
構
内
に
建
設
さ
れ
た
文
化
財
保
存
修
理
所
は

地
下
一
階
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入

四

文

化

財

保

存

修

理

所

と

セ

ン

タ

ー

の

調

査

研

究

等
の
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

ー
ド
化
等
の
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ン
タ
ー
ネ
ガ
の
作
成

は
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
利
用
を
実
麓
に
移
す
よ
う
計
画
し
、
鋭
意
カ

⑥ ⑤ 

恩
賜
京
都
博
物
館
時
代
に
作
成
し
た
ガ
ラ
ス
乾
板
写
真
か
ら
の
イ

現
在

ま
ず
館
蔵
品
の
現
有
写
真
の
一
部
に
つ
い
て

今
年
の
秋
に

飽
外
の
調
査
研
究
に
関
連
し
た
写
真
資
料
の
作
成

写
真
原
版
を
抽
出
す
る
こ
と
な
ど
も
可
能
と
な
っ
た
。

の
作
成

文
化
財
の
一
覧
表
や
特
定
作
者
の
作
品
に
つ
い
て
任
意
の
条
件
に
合
う

④

館

蔵

品

寄
託
品
及
び
そ
の
他
の
出
陳
作
品
に
関
す
る
写
真
資
料

さ
ら
に
所
蔵
者
別
の

③
図
書
、

競
註
そ
の
他
の
資
料
の
階
入

受
贈
、
交
換
等

質
、
原
板
番
号
が
判
り
、

無
、
版
、
現
在
枚
数
等
が
直
ち
に
検
索
さ
れ
る
。

原
板
香
号
ご
と
に
カ
ラ
｀
ー

プ
リ
ン
ト
の
有

係
史
料
r

社
寺
関
係
資
斜
等
）

の
収
集

つ
い
て
、
指
定
区
分
、

作
者
、

年
代
f
所
蔵
言
地
城
、
類
別

r

材
~

②
 
文
献
資
料
（
作
品
閲
係
贅
料
、
作
家
関
係
姿
料

r

貴
族
・
武
家
c

僧
侶
閲

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に

例
え
ば
「
四
季
山
水
図
」

の
原
板
に

--45 --
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資
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学
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研
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文

化
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会
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学

高
等
教
育

概
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集

I
i

I

次
文
教
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展

初
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教
育
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育
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ス
ポ
ー
ツ

国
際
交
涜
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協
力 号

目

次！
1

，1
1

_

▽
文
化
財
や
地
域
の
歴
史
の
学
習
ほ
、
学
校

敦
育
、
公
民
館
そ
の
他
の
社
会
敦
育
施
設
の

事
業
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
機
会
、
場
を
這
し

て
行
わ
れ
て
い
る
が
r

中
て
も
文
化
財
等
の

収
集
、
保
管
、
展
示
等
を
行
っ
て
い
る
博
物

館
の
役
割
は
大
き
い
。
従
来
の
博
物
館
は
展

示
物
を
見
る
だ
け
の
場
で
あ
っ
た
が
、
触
れ

て
勁
か
せ
る
コ
ー
ナ
ー
の
工
夫
や

0
0購

座
、
教
室
の
盛
況
ぶ
り
か
ら
、
自
ら
が
能
動

的
に
学
習
す
る
場
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

[
>
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
り
、
国
や
県

な
ど
に
指
定
さ
れ
た
文
化
財
だ
け
で
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
日
常
見
落
と
し
が

ち
な
、
そ
れ
こ
そ
路
傍
の
石
仏
か
ら
地
名
あ

る
い
は
古
老
の
話
、
伝
説
な
ど
に
も
目
を
向

け
て
み
る
こ
と
も
、
先
人
の
築
い
た
文
化
を

理
解
す
る
の
に
肝
要
で
あ
る
。

▽
千
葉
県
佐
倉
市
の
我
が
国
唯
一
の
国
立
の

歴
史
博
物
館
で
あ
る
”
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
“
が
開
館
し
て
や
が
て
一
年
に
な
る
。
単

に
社
会
教
育
的
な
博
物
館
と
い
う
使
命
だ
け

で
な
，
＼
国
立
大
学
共
同
利
用
機
関
と
し
て

学
術
研
究
を
行
う
使
命
も
持
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
考
古
学
や
民
俗
学
等
の
最
新
の
研
究

成
果
を
展
示
に
と
り
入
れ
て
い
る
。
展
示
も

概
説
的
な
も
の
で
な
く
、
昔
か
ら
の
日
本
人

の
生
活
の
姿
に
つ
い
て
各
時
代
時
代
に
密
驚

し
た
問
題
を
個
別
的
に
打
ち
出
し
て
い
る
の

て
、
入
館
者
各
自
が
そ
の
人
な
り
に
日
本
の

歴
史
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き

る

。

（

企

画

室

）

----
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